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70の NaOH浸漬処理が紙業の AirResistanceに及ぼす影響に就て考察した｡ その結果の
概要を述べると,(1)パルプの叩解度の上昇に対し, AirResistanceの対数は直線的に増加
する｡(2)Linterパルプは未晒 KP,暗 SP,RPの何れよりも造かに低い AirResistance









以上の如き難点を解決するには当然, 強度が高 くて両も安価なる原料パルプの_使用, 叉は
Linter､tの混合使用と云う事が考 え られ Fig.1Relationofnumberoftestpieces
る｡本報はかかる観点より,原料パルプの種 totheGurley'sairresistance





実 験 方 法
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eness測定後,標準法2'に従って抄紙,風乾 した｡次いで標準条件下に於 て紙葉の機械的性質
を測定 した｡Gurley'sDensometerに よる Airresistanceは空気 3つOc.C.の透過韓間を
以て表 し,その測定に当ってほ測定秒数が20秒以上 となる如 くに試験枚数を調節した｡庸試験
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a 比破裂度 Burstfactor- 破裂強度 Burstingstrength,kg/cm2坪量 Basisweight,g/m2
b 裂断長 Breakinglength-驚 -BT;einfSsi笠Sgrh諾nE 完-Elk-g-x--1賢






実 験 結 果 と 考 察









































せる如 く,緊度 と強度或いは Airresistanceとの間には密接な相関関係が存在する事は認め
られるが,異種のパルプを比較検討する場合は,緊度が他の性質の絶対的な指標 となり得ない
事は明瞭であり, Casey8'もその様に述べている｡
以上の如 くノくルプのアルカリ処理は紙英の AirResistance のみならず, 又その強度をも
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著 し く低 下せしめる｡ 従って緒言に於 て述べたる如 く,多孔性にして且つ或 る程度の強度 をも
つ京紙を抄造せんとする場合,紙 料として低叩解宴の Linterパルプのみにてほ困難が伴 うた
め,安価な KPをマーセル化して適当な比率で Linterに混入する事を計画した｡ この様に
原料パ ルプの配合率を変化せしめ,原紙の機械的性質に及ぼす変化に就て実験 した所,Table
2(a)の如 き結果を得た｡ 同表によれば Linter に対するマ-セル化 KPの混合割合が増
すにつれて, 緊度, AirResistance,強度の何 れ も上昇 している｡ 然し AirResistance
の上昇率に比して強 度の増加率の方が少し大きく, 所期の目的に対 しては有 効であった と認
められる｡ 特 にマーセル化 KPIO〇% の原紙は最 も良好な性質を示しているが,原料パルプ
を凡てマーセル化する為には相当の設備 と NaOH が必要で,原紙のコス トが高価なものとな
る｡
かかる難点を解決する手段の一つ として,KPを全然マーセル化せずに Linterに配合して
実験 し, Table2(b)の如 き精巣を得た｡即ち KPの混 合率が大 となれば,緊度 AirRe-
sistance,強宴が増加するのは当然であるが,第2表 の値 と比較すれば,強度は一般的に高 く
もほや充分の強さの原紙 となって居 る｡ 然 し一方, AirResistance も著 し く上昇 し,結局
多孔性の犠牲に於 て強度を高めた結果に終った｡ この障害を解決するため,パルプ中の微細繊
維 部分を除去する事によって Airresistance を減少せしめる手段を用いて, 更に実験を重
ねた｡以前に Donghty9)は Spru.ceSPを長繊維部と短繊維部とに分けて,その Airresis-
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に AirResistance 2 秒以下を多孔性原紙の規準とす
ル化 KP配合系のもの全部と,Linterに KP配合50
/ %までの紙料を鯖別して抄 造した原 紙 3種とである｡





























以上の結果を綜合すれば, Linterに KPを 30-40%混入して充分に離解したる後,80メ
ッシュの金網にて飾別処理をした紙料を用いるならば,多孔性にして且つ比較的強度の大なる
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末晒 KP,晒 SP,RP,Linterの4程のパルプを濃度の興るアル カ リ溶液に浸漬し,loo°
にて4り分間処理した後,充分水洗,風乾した｡これらの試料より作成した試験紙葉の強嫁を測
定した結果,NaOH 濃度5%附近より急激に減少し始め, lo財 NaOH にて最低に達し,そ
れ以上の高濃度でも強度は全 く変化しない事が認められた｡叉前報に記した NaOH処理 と紙




Linterと KP又はマーセル化 KP を程々の割合で混合して紙の機械的性質に与える影響
を検討した結果, Linter-KP混合系は何れの性質に於ても高い値を示した｡ 同じ紙料を 80
meshの金網で館別したものの中,KP配合率5〕% までのものは, Linter-マーセル化 KP
混合系よりも緊鹿及び Airresistance に於て同等又はそれ以下であり, 且つ強度に於てほ
少し高い値をもつ事が認められた｡ 文飾別処理に於けるパルプの損失徳, 濃アルカリによる
KPの溶出量に比較して3-5%'多いが,一方諦別処理した原紙はその緊度カモマーセル化 KP










































1)木村良次 ･寺谷文之 :木材研究 且6,70(June1956).
2)JISP8102,P8111-8113,P8116-8118(1953).
3)R.E.March:PaperTradeJ.,127,No.17,(1948).
4) 今村力造 :繊維学会誌,8,No.9,No.ll(1952).
5)R.H.Doughty:PaperTrape∫.,93,No.15(1931).
6)∫.d/A.Clar近:Pulp皮PaperMag.Can.,44,No.1(1943).
7)上野桂助 :紙の強度 p.20(1955).
8)∫.P.Casey:Pulp皮paperp.813(1952).
9)R.H.Doughty:PaperTrade∫.,95,No.10(1932).
- 15-
